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はじめにはじめにはじめにはじめに

ここでは、『Oracle Lite Windows CE 開発者ガイド』の内容について説明します。 

Oracle8i Liteプラットフォームのコア・データベース・コンポーネントである Oracle Lite
は、分散モバイル・アプリケーション用に設計されたオブジェクト・リレーショナル・デー
タベースです。 このドキュメントは、Windows CEデバイス用の Oracle Liteデータベース・
アプリケーションを作成する開発者を対象にしています。 説明する内容は、次のとおりです。

第 1章「概要」 Oracle Lite for Windows CEを使用したアプリ
ケーション開発の概要（要件、製品コンポーネン
ト、インストール手順など）を説明します。

第 2章「構成」 Oracle Lite for Windows CEの構成方法につい
て、順を追って説明します。 Oracle Lite for 
Windows CEアプリケーションの配布について
も説明します。 
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1

概要概要概要概要

この章では、Oracle Lite for Windows CEを使用したアプリケーション開発の概要（要件、
製品コンポーネント、インストール手順など）を説明します。 説明する内容は、次のとおり
です。

� 概要

� アプリケーション開発

� 要件

� インストール

� アンインストール

� ディレクトリ構造

� サンプル・アプリケーション

� 制限事項
概要 1-1



概要
概要概要概要概要
今回のリリースの Oracle Liteは、Windows CE 2.0（およびそれ以上の）デバイスで稼動し
ます。 Oracle Liteを使用すれば、標準 SQLを使用したエンタープライズ・アプリケーション
を、エンタープライズ・サーバーと自動的にデータを同期しながら、Windows CE上で実行
できます。 

デスクトップ上の Oracle Liteと同様に、Windows CE上の Oracle Liteも標準 ODBCインタ
フェースを提供し、Oracleアドバンスト・レプリケーションを使用できます。 データ・レプ
リケーションにより、分散ユーザーは中央の Oracle Serverと同期した軽量データベースに
アクセスできます。Oracle Lite for Windows CEは、副問合せスナップショットを使用して
双方向の同期レプリケーションをサポートします。 副問合せスナップショットを使用すれば、
リモート・デバイスや接続が切断されているデバイスごとに必要なデータ・サブセットを簡
単に定義できます。 副問合せスナップショットの詳細は、『Oracle Liteレプリケーション・
ガイド』を参照してください。

Oracle Lite for Windows CEは、次に示す転送メカニズムのいずれかを使用して、イーサ
ネット、ワイヤレス、モデム、およびシリアルの各接続を介するレプリケーションをサポー
トします。 

� HTTP（Oracle Application Serverを使用する場合）。 詳細は、第 2章「構成」の「ウォー
クスルー」を参照してください。

� ファイル・ベース

SQL*Netおよび Oracle Net8レプリケーションは現時点ではサポートされていません。

注意注意注意注意 : Oracle Lite for Windows CEデータベース・ファイルは、デスク
トップ上の Oracle Liteデータベース・ファイル（.ODBファイル）と互換
性があります。 この 2つの環境間でデータベース・ファイルをコピーでき
ます。

さらに、Oracle Lite for Windows CEデータベース・ファイル（.ODB
ファイル）はフラッシュ・メモリーに格納できるので、格納領域を拡大で
きます。
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アプリケーション開発
アプリケーション開発アプリケーション開発アプリケーション開発アプリケーション開発
Windows CEデバイス用のアプリケーションは、最初にデスクトップ上で開発およびテスト
され、その後でデバイスにダウンロードされるのが一般的です。Oracle Lite for Windows 
CEでは、次のようなクロス環境開発モデルが使用できます。 

� 最初に、Oracle Lite for Windows 95、98、または NTを使用してアプリケーションを開
発します。 アプリケーションを完成した後に、Windows CEプラットフォーム用に再コ
ンパイルします。

� Windows NTワークステーション上でWindows CEエミュレータを使用できます。 これ
により、再コンパイルするたびにWindows CEデバイスにダウンロードする必要がな
いため、開発およびテスト期間を短縮できます。

� アプリケーションをWindows CEデバイス上で直接テストできます。

ツールツールツールツール
開発とデバッグの効率向上のために、SQL*Plusや Oracle8 Navigatorなどのツールをデスク
トップから使用して、Windows CEデバイス上の Oracle Liteデータベースにアクセスでき
ます。 これには、接続文字列として ODBC:CEを使用するだけです。

次に示す、Oracle Liteのその他のツールとユーティリティもWindows CEデバイス上で使
用できます。

� CREATEDB

� REMOVEDB

� ODBINFO

� ENCRYPDB

� DECRYPDB

これらのユーティリティの詳細は、『Oracle Liteユーザーズ・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : Windows CEデバイス上の Oracle Liteをデスクトップからアクセ
スするときは、Oracle8 Navigatorの機能で使用できないものがいくつか
あります

注意注意注意注意 : Oracle Lite for Windows CEは、Visual C++（for Windows CE）
に対して動作が確認されています。
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アプリケーション開発
ODBC
Windows CE Toolkitは、SQL.Hなどの ODBCヘッダー・ファイルを Visual C++ for 
Windows CEのインクルード・ディレクトリにインストールしません。 Visual C++を使用し
て ODBCアプリケーションをコンパイルするには、これらのファイルをWindows CEのイ
ンクルード・ディレクトリに手動でコピーすることが必要な場合があります。

ODBCドライバ・マネージャは、Windows CEではサポートされていません。 Visual C++ 
ODBCアプリケーションで Oracle Liteをデータベースとして使用するには、次の手順を実
行する必要があります。 

� Visual C++およびWindows CE Toolkit for Visual C++をインストールします。

� ファイル SQL.H、SQLEXT.H、SQLTYPES.Hおよび SQLUCODE.Hを

¥program files¥devstudio¥vc¥include

から

¥program files¥devstudio¥wce¥include¥wce200にコピーします。

この例では、Visual C++は c:¥DevStudioディレクトリにあると想定しています。

� SQLTYPES.Hファイルの #include <wchar.h>行を #include <tchar.h>に変更
します。

� アプリケーションを作成する際、コンパイル時フラグ -D SQL_NOUNICODEMAPを指定
します。

� Oracle_Home¥lite¥pda40¥wince¥platform¥Libディレクトリにある olod2040.LIBライブラ
リにアプリケーションをリンクします（platformはMIPSまたは SH-3です）。

レプリケーション OLEオートメーション・サーバーにアクセスするためのファイル
（repsvr8.cppおよび repsvr8.h）は、
Oracle_Home¥lite¥pda40¥wince¥SAMPLES¥REPLICATIONディレクトリにあります。

エミュレーション・モードエミュレーション・モードエミュレーション・モードエミュレーション・モード
Oracle Lite for Windows CEは、デスクトップ上でのエミュレーション・モードをサポート
します。 エミュレーション・モード用のアプリケーションを作成するには、Oracle_Home¥bin
ディレクトリにあるデスクトップ版（32ビット）のOracle Lite DLLにリンクします。

この例として、次の手順で SAMPLE.EXEアプリケーションのエミュレーション・サポート
を使用可能にできます。この手順を開始する前に、「ODBC」の項にある手順を完了してく
ださい。
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要件
1. ユーティリティ CREATEDBを使用して新規データベースを作成します。 このユーティ
リティの詳細は、『Oracle Liteユーザーズ・ガイド』を参照してください。

2. 「WCE MFC AppWizard（exe）」を選択して、新規 SAMPLEプロジェクトを C++で作
成します。 アプリケーション・タイプとしてダイアログ・ベースを選択して、「終了」を
クリックします。

3. プロジェクトをいったん終了し、Oracle_Home¥lite¥pda40¥wince¥samples¥odbcディレ
クトリにある元の .CPPファイルおよび .Hファイルを、新規プロジェクト用のディレク
トリにコピーします （StdAfx.*ファイルはコピーしないでください）。

4. ファイル dbaccess.cppを、ソース・ファイルとして FileViewの下に追加します。 また、
ファイル sampleDlg.cppをソース・ファイル群から削除します。

5. ファイルMFCCE20D.DLLをディレクトリ

¥program files¥devstudio¥wce¥mfc¥lib¥wce200¥x86em

からディレクトリ

¥program files¥windows ce platform sdk¥wce¥emul¥hpcにコピーします。

6. 新しいコードをデバッグ・モードでコンパイルします。

7. Windows CEエミュレータ・データベースに接続するには、既存のWindows POLITE
データ・ソース名（DSN）を使用します。

要件要件要件要件
Oracle Lite for Windows CE用のアプリケーションを開発するには、次が必要です。

� SH-3ベースまたはMIPSベースのWindows CEデバイス

� Handheld PC, Windows CE 2.0（およびそれ以上）、Handheld PC Professional Edition, 
Windows CE 2.1（およびそれ以上）または Palm-size PC, Windows CE 2.1（およびそれ
以上）

� 最低 8MBの RAM

� Oracle8 Enterprise Edition Server

注意注意注意注意 : Windows CEエミュレータではソケットは動作しないため、
Oracle Liteのレプリケーションはエミュレーション・モードではサポート
されていません。
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インストール
� Windows NT用の Oracle Application Server 4.0（およびそれ以上）（HTTPレプリケー
ションの場合のみ）

� Windows CE Toolkit for Visual C++ 5.0（およびそれ以上）（Windows CEサービス・ソ
フトウェアを含む）

インストールインストールインストールインストール
Oracle Lite for Windows CEのインストールの詳細は、『Oracle8i Liteインストレーション・
ガイド』を参照してください。

Oracle Lite for Windows CEをインストールした後、Windows CEデバイスにファイルをコ
ピーする必要があります。 デバイスに接続している間に、デスクトップ上の
Oracle_Home¥lite¥pda40¥winceディレクトリにある CESETUP.EXEファイルを実行します。

アンインストールアンインストールアンインストールアンインストール
Windows CEの Remove Programsツールでは、Oracle Lite for Windows CEはデバイスか
ら完全には削除されません。 次の手順を手動で実行する必要があります。 

注意注意注意注意 : RASサービスは、Windows 95ではサポートされていません。ま
た、次に示す Oracle LiteアプリケーションとWindows CEデバイスとの
接続には RASサービスが必要です。

� Oracle8 Navigator

� SQL*Plus

� REPSVR.EXE（HTTPレプリケーションを使用するため、RASサービスが
必要）

注意注意注意注意 : デバイスから Oracle Liteを削除する前に、関連ファイルに依存し
ている他のアプリケーションが他にないことを確認します。
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アンインストール
1. アプリケーション REGSVRCE.EXEを使用して、CEデバイスから ATLCE.DLLおよび
REPSVR8.DLLの登録を解除し、これらのファイルを手動で削除します。

2. CESETUP.INIのバックアップ・コピーを作成します。次に、CESETUP.INIファイル
の内容を次のように置き換えます。 

[DELETE]
¥ORACE¥odbc.txt
¥ORACE¥polite.txt
¥ORACE¥olite40.msb
¥Windows¥olobj40.dll
¥Windows¥olod2040.dll
¥Windows¥olrep840.dll
¥Windows¥olsql40.dll
¥Windows¥polhttp8.dll
¥WINDOWS¥polfile8.dll
¥WINDOWS¥poloma8.dll
¥Windows¥polrep8.dll
¥ORACE¥createdb.exe
¥ORACE¥removedb.exe
¥ORACE¥decrypdb.exe
¥ORACE¥encrypdb.exe
¥ORACE¥odbinfo.exe
¥ORACE¥remodbc.exe
¥ORACE¥HTML¥INDEX.HTML
¥ORACE¥HTML¥IMAGE¥Oracle.gif
¥ORACE¥HTML¥INDEX.HTML
¥ORACE¥repsvr.exe
¥ORACE¥sample.exe

[DIRECTORY]

[COPY]

[EXECUTE]
regsvrce /u ¥windows¥atlce.dll
regsvrce /u ¥windows¥repsvr8.dll

次にデスクトップから CESETUP.EXEを実行します。
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ディレクトリ構造
ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造ディレクトリ構造
Oracle Lite for Windows CEは、Oracle_Home¥lite¥pda40¥winceディレクトリにインストー
ルされます。 このディレクトリの内容と説明を次の表に示します。

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 説明説明説明説明

[最上位 ] プログラム CESETUP.EXEは、Windows CEデバイスにファイルをイン
ストールします。 CESETUP.INIファイルに指定されているソース・ファ
イルおよびターゲット・ファイルのデフォルト値を変更する必要があれ
ば、それらを変更します。 ファイルをインストールするには、Windows 
CEデバイスがデスクトップに接続されていることを確認し、
CESETUP.EXEを実行します。

ODBC.TXT、POLITE.TXTなどのファイルや、Oracle Liteのメッセー
ジ・ファイルである OLITE40.MSBが含まれています （ファイル
ODBC.TXTと POLITE.TXTは、Windows CEデバイス上では初期化ファ
イル .INIを表しています。 .TXT拡張子により、Windows CEデバイス上
のファイルに容易にアクセスできます）。 これらのファイルは、アプリ
ケーションをカスタマイズするための参照用として使用します。 
POLITE.TXT（（（（.INI））））ファイル内のパラメータの詳細は、『Oracle Lite
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

¥Mips MIPSプロセッサ・ベースのWindows CE用 DLL、EXEおよびその他の
ファイルが含まれています。 これらのプログラムは、MIPSプロセッサ・
ベースのWindows CE、またはMIPSプロセッサ・ベースのWindows CE
用エミュレータでのみ動作します。

¥Mips¥Orace Oracle Liteデータベースの作成、削除、暗号化および復号化に使用するす
べての実行可能ファイルが含まれています。 コンパイル済みのサンプル・
アプリケーション SAMPLE.EXEおよび REPSVR.EXEも含まれています。

¥Mips¥Lib Oracle Liteのライブラリ・ファイルが含まれています。

¥Mips¥include Oracle Liteのヘッダー・ファイルが含まれています。

¥Mips¥Windows このディレクトリには、インストール先のWindows CEデバイスに配布
される Oracle Liteのすべてのバイナリ・ファイルが含まれています。
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サンプル・アプリケーション
サンプル・アプリケーションサンプル・アプリケーションサンプル・アプリケーションサンプル・アプリケーション
Oracle Lite for Windows CEには、次のサンプル・アプリケーションが含まれています。

� REPSVR.EXE: Oracle Lite for Windows CEでレプリケーションを使用する方法を示しま
す。 

� SAMPLE.EXE: Windows CEデバイス上のデータにアクセスおよび操作する方法を示し
ます。

これらのアプリケーションの使用方法をステップ順に示した説明は、第 2章「構成」の
「ウォークスルー」を参照してください。

¥Sh3 SH-3プロセッサ・ベースのWindows CE用 DLL、EXE、およびその他の
ファイルが含まれています。 これらのプログラムは、SH-3プロセッサ・
ベースのWindows CE、または SH-3プロセッサ・ベースのWindows CE
用エミュレータでのみ動作します。

¥Sh3¥Orace Oracle Liteデータベースの作成、削除、暗号化および復号化に使用するす
べての実行可能ファイルが含まれています。 コンパイル済みのサンプル・
アプリケーション SAMPLE.EXEおよび REPSVR.EXEも含まれています。

¥Sh3¥lib Oracle Liteのライブラリ・ファイル。

¥Sh3¥include Oracle Liteのヘッダー・ファイル。

¥Sh3¥Windows このディレクトリには、Windows CEデバイスに配布される Oracle Lite
のすべてのバイナリ・ファイルが含まれています。

¥Samples サンプル・アプリケーション SAMPLE.EXEおよび REPSVR.EXEのソー
ス・コードが含まれています。

注意注意注意注意 : これらのサンプルを再コンパイルする場合は、エミュレーション
環境用にコンパイルする場合を除き、Visual C++で「Debug Build」オプ
ションのかわりに「Release Build」オプションを使用します。

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ 説明説明説明説明
概要 1-9



制限事項
SAMPLE.EXE
サンプル・アプリケーション SAMPLE.EXEは、Oracle Lite for Windows CEのセットアッ
プ・プログラム CESETUP.EXEによって、Windows CEデバイス上の ¥My Handheld 
PC¥oraceディレクトリにコピーされます。 SAMPLE.EXEのソース・コードは、デスクトッ
プのディレクトリ Oracle_Home¥lite¥pda40¥wince¥samples¥odbcで表示できます。

Windows CEデバイス上で SAMPLE.EXEを実行すると、表 TTが POLITE.ODBデータ
ベース・ファイル内に作成されます。 さらに、TT表に次の行が挿入されます。

'Test1'|'Testing Oracle Lite'

SAMPLE.EXEは、次に、TT内のすべての行の内容をWindows CEデバイス上の別々のダ
イアログ・ボックスに出力します。

REPSVR.EXE
サンプル・アプリケーション REPSVR.EXEは、Oracle Lite for Windows CEのセットアッ
プ・プログラム CESETUP.EXE によって、Windows CEデバイス上の ¥My Handheld 
PC¥orace¥replicationディレクトリにコピーされます。 REPSVR.EXE のソース・コードは、
デスクトップのディレクトリ Oracle_Home¥lite¥pda40¥wince¥samples¥replicationで表示で
きます。

Windows CEデバイス上で REPSVR.EXEを実行すると、Windows CEデバイスと Oracle 
Server間の双方向レプリケーションが行われます。

制限事項制限事項制限事項制限事項
今回のリリースには次のような制限があります。

� 現時点では、Javaのストアド・プロシージャおよびトリガーや、Oracle Lite JACインタ
フェースおよび JDBCインタフェースは、Windows CEではサポートされていません。

� かわりのWindows CE ODBCデータ・ソース名（DSN）を手動で定義する必要があり
ます。

� CREATEDBなどの Oracle Liteツールは実行中にメッセージ・ボックスを表示し、その
出力を ANSIOUT.TXTというファイルに格納します。引数は、「スタート」→「ファイ
ル名を指定して実行 ...」コマンドを使用して指定できます。 ツールを終了すると、メッ
セージ・ボックスは自動的に消えます。 「OK」ボタンをクリックすると、処理が即時に
終了します。

� プログラム CESETUP.EXEは、デバイス上の ¥oraceサブディレクトリにあるファイル
POLITE.TXTおよび ODBC.TXTを削除して置き換えます。 これらのファイルがすでに
インストールされており、上書きしない場合は、CESETUP.EXEを実行する前に、
CESETUP.INIファイルの DELETEセクションでこれらのファイルへの参照を削除しま
す。インストレーション・プロセスでは POLITE.ODBファイルは削除されません。イ
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ンストール中にこのファイルを削除する場合は、CESETUP.INIファイルの DELETEセ
クションに次の行を追加します。

¥orace¥polite.odb
概要 1-11
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構成構成構成構成

この章では、Oracle Lite for Windows CEの構成方法について順を追って説明します。 
Oracle Lite for Windows CEアプリケーションの配布についても説明します。 説明する内容
は、次のとおりです。

� ウォークスルー

� 配布

� トラブルシューティング
構成 2-1



ウォークスルー
ウォークスルーウォークスルーウォークスルーウォークスルー
次の項では、Oracle Lite for Windows CEのインストールと構成に必要な手順を順を追って
説明します。 さらに、Oracle Application Serverを HTTPレプリケーション用に構成する方
法も説明します。 このウォークスルーでは、Oracle8と Oracle Application Server 4.0を使用
しています。 ご使用のシステム構成によっては、説明する手順の一部が異なる場合がありま
す。 

1. Oracle Lite for Windows CEをインストールする。をインストールする。をインストールする。をインストールする。
Oracle Lite for Windows CEをインストールする。 詳細は、『Oracle8i Liteインストレーショ
ン・ガイド』を参照してください。

2. RAS設定を確認する。設定を確認する。設定を確認する。設定を確認する。
Windows CEデバイス用の RAS IP設定が正しいことを確認します。 特定の静的アドレス・
プールを指定する場合は、IPアドレスの範囲がネットワーク上の他のデバイスと競合しない
ようにします。

3. CESETUP.EXEファイルを実行する。ファイルを実行する。ファイルを実行する。ファイルを実行する。
¥Oracle_Home¥lite¥pda40¥winceディレクトリにあるCESETUP.EXEファイルを実行します。 
このプログラムは必要なファイルをWindows CEデバイスにコピーし、Windows CEデー
タ・ソース名（DSN）を構成し、Windows CEデバイス上の環境を設定します。 変更しない
限り、デフォルト・データベース・ファイル POLITE.ODBがインストール時にデバイス上
の ¥oraceディレクトリに入れられます。 セットアップの初期化ファイル CESETUP.INIに、
デバイスにロードされるファイルがリストされています。

4. Oracle Application Serverをインストールする（をインストールする（をインストールする（をインストールする（HTTPレプリケーションの場合）。レプリケーションの場合）。レプリケーションの場合）。レプリケーションの場合）。
HTTPレプリケーションを使用する場合は、Oracle Application Server 4.0（またはそれ以
上）をインストールしておく必要があります。

5. レプリケーション・カートリッジを構成する（レプリケーション・カートリッジを構成する（レプリケーション・カートリッジを構成する（レプリケーション・カートリッジを構成する（HTTPレプリケーションの場合）。レプリケーションの場合）。レプリケーションの場合）。レプリケーションの場合）。
サーバー・マシンに Oracle Application Serverをインストールした後、レプリケーション・
カートリッジを構成する必要があります。

a. ブラウザから Oracle Application Serverに接続します。 たとえば、次のとおりです。 

http://machine_name:8888
 

注意注意注意注意 : 古いドライバをロードするかどうかの質問に対しては、「いいえ」
を選択します
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machine_nameは Oracle Application Serverマシンの名前です。

8888はポート・アドレスです。 これはデフォルトのポート・アドレスです。

b. ユーザー名とパスワードを入力します。 「OK」をクリックします。

Oracle Application Serverのメイン・ページが表示されます。

c. 「OAS Manager」をクリックします。

左のフレームにWebサイト用のアイコンが表示されます。 右のフレームにはノード
が表示されます。

d. 「Primary」ノードを選択し、「停止」アイコンをクリックして、そのノード上のす
べてのコンポーネントを停止します。

e. 左側のフレームの中にあるWebサイト・アイコンを拡張します。

「アプリケーション」アイコンが表示されます。

f. 「アプリケーション」をクリックし、右側のフレームの上にある（+）符号のアイコ
ンをクリックします。

「アプリケーションの追加」ウィンドウが表示されます。

g. 「アプリケーション・タイプ」リストから「C Web」を選択し、「モードの設定」に
「手動」を選択します。 「適用」ボタンをクリックします。

h. 次のフィールドに指定された値を入力し、「適用」ボタンをクリックします。

「Success」ウィンドウが表示されます。

6. アプリケーションにカートリッジを追加する（アプリケーションにカートリッジを追加する（アプリケーションにカートリッジを追加する（アプリケーションにカートリッジを追加する（HTTPレプリケーションの場合）。レプリケーションの場合）。レプリケーションの場合）。レプリケーションの場合）。
a. 「Success」ウィンドウで「このアプリケーションにカートリッジを追加」ボタンを

クリックします。

b. 「カートリッジの追加」ウィンドウで、次のフィールドに指定された値を入力し、
「適用」ボタンをクリックします。

フィールドフィールドフィールドフィールド 値値値値

アプリケーション名 repcartx

表示名 Replication Cartridge

アプリケーションのバー
ジョン

4.0
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c. 「アプリケーション」アイコンを拡張し、次に「Replication Cartridge」アイコンを
拡張します。

「設定」アイコンと「カートリッジ」アイコンが表示されます。

d. 「設定」アイコンを拡張します。

「設定」ツリー表示メニューに 「サーバー」、「ロギング」、「Webパラメータ」、「Tx
プロパティ」および「トランザクション」の各アイコンが表示されます。

e. 「サーバー」、次に「ホスト」をクリックします。 「最小サーバー数」と「最大サー
バー数」の値を 1に設定します。「適用」をクリックします。

f. 「Webパラメータ」をクリックします。 「アプリケーションのMIMEタイプ」ウィ
ンドウは空にする必要があります。 「アプリケーションのMIMEタイプ」フィール
ドからすべての情報を削除し、「適用」をクリックします。

7. カートリッジをチューニングする（カートリッジをチューニングする（カートリッジをチューニングする（カートリッジをチューニングする（HTTPレプリケーションの場合）。レプリケーションの場合）。レプリケーションの場合）。レプリケーションの場合）。
a. 「カートリッジ」アイコンを拡張し、「Replication Cartridge」アイコンを拡張し、

さらに「設定」アイコンを拡張します。 

「設定」ツリー表示メニューに 「チューニング」、「仮想パス」、「CWEBパラメー
タ」および「カートリッジ・パラメータ」の各アイコンが表示されます。

b. 「チューニング」をクリックします。

「チューニング」ウィンドウが表示されます。

c. 「チューニング」ウィンドウで、次のフィールドに指定された値を入力し、「適用」
ボタンをクリックします。

フィールドフィールドフィールドフィールド 値値値値

カートリッジ名 repcartx

表示名 Replication Cartridge

カートリッジ共有
オブジェクト

Oracle_Home¥lite¥repcartx¥rephttp8.dll

カートリッジのエントリ・
ポイント

POLite_Entry

仮想パス /repcartx

物理パス Oracle_Home¥lite¥repcartx
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d. 「CWEBパラメータ」をクリックします。

「CWEBパラメータ」ページが表示されます。

e. 「CWEBパラメータ」ウィンドウで、次のフィールドに指定された値を入力し、「適
用」ボタンをクリックします。

f. サイト名を選択し、右側のフレームの上にある「開始」アイコンをクリックして、
Oracle Application Serverを再起動します。

8. Oracle Server上に新規ユーザーを設定する。上に新規ユーザーを設定する。上に新規ユーザーを設定する。上に新規ユーザーを設定する。
ユーザー名に cedemo、パスワードに cedemoを指定して、Oracle Server上に新規ユーザー
を設定します。 DOSコマンド・プロンプトから、Server Managerを起動します。 管理者権限
でサーバーに接続し、 Server Managerのプロンプトで、次の SQL文を入力します。

connect system/manager

create user cedemo identified by cedemo;

grant dba, connect, resource, all privileges to cedemo;

フィールドフィールドフィールドフィールド 値値値値

最小インスタンス数 1

最大インスタンス数 1

最小スレッド数 1

最大スレッド数 1000

最大クライアント数（状態を保持しないカートリッ
ジの場合）

1000

フィールドフィールドフィールドフィールド 値値値値

カートリッジ共有オブジェクト Oracle_Home¥lite¥repcartx¥rephttp8.dll

カートリッジのエントリ・ポイント POLite_Entry

状態を保持しない はい
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9. Oracle Server上の表にテスト・データを追加する。上の表にテスト・データを追加する。上の表にテスト・データを追加する。上の表にテスト・データを追加する。
Oracle Server上の TTという表にテスト・データを追加します。

a. この前のステップで Server Managerセッションを終了した場合は、セッションを
再起動し、ユーザー名とパスワードを cedemo/cedemoと指定して接続します。

b. 所有者が cedemoで、VARCHAR2(10)型および VARCHAR2(20)型の 2つの列
COL1および COL2を含む TTという名前の表を作成します。 そして、表にテスト・
データを追加します。 たとえば、次の SQL文を入力します。

create table TT (COL1 varchar2 (10) primary key, COL2 varchar2(20));
insert into TT values ('foo', 'foo');

10. Oracle Server上でレプリケーションを設定する。上でレプリケーションを設定する。上でレプリケーションを設定する。上でレプリケーションを設定する。
Windows NT上で Replication Managerを設定するには、次の手順を実行します。

a. RepMgr.exeを起動します。 

b. セットアップ・ウィザードを実行して、新規マスター・サイトを設定します。 「マ
スター・サイトの設定」→「新規」の順に選択します。 サイトに
tcp-loopback.worldを入力します。ユーザー名に systemを入力し、パスワー
ドに managerを入力します。

c. 「OK」をクリックし、「次」をクリックし、スキーマに cedemoを入力し、パス
ワードに cedemoを入力します。

d. 「次」を数回クリックして、最後に「終了」をクリックします。

新規マスター・グループを構成するには、次の手順を実行します。

a. 「データベース接続」にある tcp-loopback.worldを選択します。

b. 「ファイル」→「新規作成」→「マスター・グループ」の順に選択します （この例
では、マスター・グループ名 CEDEMOを使用します）。

c. 「オブジェクト」タブをクリックし、「スキーマ」を選択して、「追加」をクリック
します。

d. CEDEMOスキーマを選択し、「表」を選択します。

e. すべての表を選択して、「追加」をクリックします。

f. 「クローズ」を選択します。

g. 「作成」を選択します。

h. 「OK」を数回クリックします。「代替キー列」の設定を求められた場合、使用可能
なすべての列を設定します。

Replication Managerで、表 TTが「マスター・グループ」に追加されていることを確認しま
す。
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11. Oracle Application Serverを起動する（必要な場合）。を起動する（必要な場合）。を起動する（必要な場合）。を起動する（必要な場合）。

12. Oracle Application Serverにアクセスできることを確認する。にアクセスできることを確認する。にアクセスできることを確認する。にアクセスできることを確認する。
Pocket Internet Explorerを使用して、Windows CEデバイスから Oracle Application Server
にアクセスできることを確認します。

13. REPSVR.EXEファイルを実行する。ファイルを実行する。ファイルを実行する。ファイルを実行する。
a. Windows CEデバイス上の ¥oraceディレクトリにある REPSVR.EXEファイルを実
行します。 

b. 最初のログオン・スクリーンで、ユーザー名、パスワード、接続文字列を入力しま
す。 ユーザー名とパスワードは、Oracle Server用のものです （この場合は cedemo
と cedemoです）。 接続文字列は、Oracle Application Serverが Oracle Serverへの
接続に使用するサービス名（データベース別名）で、たとえば tcp-loopbak.world
です。次に URLを入力します。 URLは、Oracle Application Server上のレプリケー
ション・カートリッジの位置で、たとえば次のように指定します。

http://server.oracle.com/repcartx

最後に、レプリケーション・タイプとして HTTPを選択し、「OK」ボタンをクリッ
クします。

c. Oracle Liteのログオン・スクリーンで、ユーザー名、パスワード、Oracle Liteの
DSNを入力します。 これらの値は自動的に表示されます。 

d. 「CEレプリケーション」ウィンドウで「作成」ボタンをクリックしてスナップ
ショットを作成します。

e. 「スナップショットの作成」スクリーンで、ローカル名（表名、たとえば TT）を入
力します。 マスター表名を入力して SQL文を完成します。たとえば次のように指定
します。

select * from cedemo.tt

「OK」をクリックします。

14. 「結果の取得」ボタンをクリックします。「結果の取得」ボタンをクリックします。「結果の取得」ボタンをクリックします。「結果の取得」ボタンをクリックします。

15. 「「「「OK」をクリックして、」をクリックして、」をクリックして、」をクリックして、REPSVR.EXEアプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションを終了します。を終了します。を終了します。を終了します。
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16. レプリケートされたデータを確認し、新規行を挿入する。レプリケートされたデータを確認し、新規行を挿入する。レプリケートされたデータを確認し、新規行を挿入する。レプリケートされたデータを確認し、新規行を挿入する。
このステップは、SQL*Plusまたは SAMPLE.EXEファイルを使用して実行できます。

SQL*Plusを使用した場合 :

a. デスクトップから、接続文字列 ODBC:CEを使用して、Windows CEデバイス上の
Oracle Liteに接続します。

b. データが Oracle Serverからレプリケートされたものであることを確認するには、
次を入力します。

SELECT * FROM TT;

c. 表 TTに新規行を挿入するには、次を入力します。

INSERT INTO TT VALUES ('test1', 'testing oracle lite');

d. 変更をコミットします。

SAMPLE.EXEを使用した場合 :

a. データがレプリケートされたものであることを確認し、TTに新規行を挿入するに
は、Windows CEデバイス上の ¥oraceディレクトリから SAMPLE.EXEファイルを
実行します。

アプリケーションにより、新規行 TEST1,TESTING ORACLE LITEが表に挿入されま
す。 次に表の内容が表示されます。

17. レプリケートされた表を確認する。レプリケートされた表を確認する。レプリケートされた表を確認する。レプリケートされた表を確認する。
Windows CEデバイス上にレプリケートされた表 TTが、サーバー上の元の表 TTを反映し
ていることを確認します。

注意注意注意注意 : SAMPLE.EXEファイルを実行するたびに、プログラムは TT表を
作成しようとします。 TT表がすでに存在する場合は、メッセージが表示さ
れますが、 このメッセージは無視できます。 「OK」ボタンをクリックして
続行します。

注意注意注意注意 : デバイス上の Oracle Liteデータベースには、新しい CE DSNを通
じ、デスクトップ上で SQL*Plusまたは Oracle8 Navigatorを使用して接
続できます。 CE DSN経由で接続するには、次のホスト文字列を入力しま
す。

odbc:ce
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18. 新規行をサーバーにレプリケートする。新規行をサーバーにレプリケートする。新規行をサーバーにレプリケートする。新規行をサーバーにレプリケートする。
新規行をサーバーにレプリケートするには、REPSVR.EXEアプリケーションを起動して、
次のステップを実行します。

� 「スナップ・グループのリセット」ボタンをクリックします。

� 「スナップショットの追加」ボタンをクリックします。 この例のスナップショット名は
TTです。

� サーバーにデータをプッシュするには、「リフレッシュ」ボタンをクリックします。

� サーバーからデータをプルするには、「結果の取得」ボタンをクリックします。

配布配布配布配布
Oracle Lite for Windows CEアプリケーションの配布については、
Oracle_Home¥lite¥pda40¥winceディレクトリにある CESETUP.INIファイルを参照してくだ
さい。 このファイルには次のセクションがあります。

� DELETE。Windows CEデバイス上の既存のファイルを削除します。

� DIRECTORY。Oracle Lite固有のディレクトリが含まれています。

� COPY。Windows CEデバイスにコピーする必要のあるすべてのOracle Liteファイルが
含まれています。

� EXECUTE。Oracle Lite OLEオートメーション・サーバーをWindows CEに登録し、特
定のアプリケーションを実行します。

� ODBC。CE DSNを作成して構成します。

アプリケーション固有のインストール項目を CESETUP.INIファイルに追加して、Oracle 
Liteアプリケーションを配布できます。 たとえば、DEMO.EXEというファイルをWindows 
CEに配布する場合の CESETUP.INIファイルは、次のようになります。

[COPY]
$CPU$¥ORACE¥DEMO.EXE  ¥Windows¥DEMO.EXE

トラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティングトラブルシューティング
この項には、Windows CEデバイスをネットワークに接続する際のトラブルシューティング
に役立つヒントをリストしてあります。

Oracle Application Server
Oracle Application Serverを構成するときは、その構成に Oracle Serverを指す TNSNAMES
エントリが含まれていることを確認してください。
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Windows CEデバイスデバイスデバイスデバイス
Windows CEデバイスを構成するときは、次を確認してください。

� Windows CEデバイス用に入力するユーザー名とパスワードが、Oracle Application 
Serverを含むドメインのログオンに使用できること。

� Pocket Internet Explorerを使用して Oracle Application Serverに接続できること。

� REPSVR.EXEアプリケーションで Oracle Application Serverを（IPアドレスではなく）
名前のみで指定してあること。

Windowsデスクトップのデスクトップのデスクトップのデスクトップの RAS設定設定設定設定
RASを構成するときは、次を確認してください。

� モデム設定が「ダイヤルアウトと着信」であること。

� Windows CEデバイスからドメイン内の任意のコンピュータに接続できるオプションが
選択してあること。

� Windows CEデバイスの静的 IPアドレスが、デバイスに接続されるデスクトップと同じ
サブネット内にあること。 同じサブネット内にない場合、HTTP接続を確立できずレプ
リケーションに失敗します。

� Windows CEデバイス用の IPアドレスが、ネットワーク上で使用されていないこと。

� ドメイン・ログ・サーバーをWindows CEデバイスが使用できること。

� CESETUP.EXEを実行する前に、IPアドレスがWindows CEデバイス用に正しく設定さ
れていること。

Windowsデスクトップの設定デスクトップの設定デスクトップの設定デスクトップの設定
Windowsのデスクトップ設定を構成するときは、次を確認してください。

� 「コントロール パネル」の「モデム」構成でボーレートが正しく設定されていること。 
また、Windows CEデバイス用のボーレートとデスクトップ上のボーレートが一致して
いること。

� Windows CEサービスをインストールした後、最新のWindows NTサービス・パックを
インストールしてあること。
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